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「高齢者による使いやすさ
 検証実践センターの開発」

みんなの使いやすさラボ（略称 みんラボ ）とは

高齢者による使いやすさ検証実践センターの開発

◆地域在住高齢者にとって
いつでも参加活動できる
地域での活動拠点

◆メーカーorサービス提供者にとって
いつでも施設&潜在的パネラーを

一般の地域
在宅高齢者

高齢者
パネラーDB

グループ
インタビュー

講習会/相談会/
サークル活動

認知的高齢化と使
いやすさ研究班

人工物研究支援
ツール研究班

ユーザビ
リティテ
スト

いつでも施設&潜在的パネラーを
利用可能な資源

◆研究者にとって
認知的加齢と使いやすさの研究拠点

メーカー
等作り手

地方自治体
高齢者コミュニ
ティ

サ クル活動

CUAR運営
ボランティア

人工物利用とコ
ミュニティ研究班

プロジェクト運営

会員募集とデータベース登録
・シルバー人材センター，体操教室などを通
じて，登録者を募集
・1時間弱の登録手続き … プロフィール
情報 モノ利用状況，認知的加齢テスト 態
度・価値観 コ ヒ メ カ 調査 他
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登録会員向けサービス みんラボカフェみんラボカフェ：
「モノづくり側との対話の場」15 20名 先着順 誰でも参加可「モノづくり側との対話の場」15-20名．先着順，誰でも参加可

1) /13 アズビルあんしんケアサポートシステム(株)「緊急通報システムってご存知ですか？」

2) 4/27 テルモ株式会社「継続して快適に測定できる血圧計」

3) 5/19 玉川大学/岡田浩之「お家の中のロボット．あなたは何をしてもらいたいですか？」

4) 6/7 (株)ニフティ・松井くにお「使いたくなるインターネットって何ですか？」

5) 7/24 キッズデザイン協議会「キッズデザイン協議会のめざすもの」

6) 9/28 ハウス食品株式会社「食品包装の使いやすさを考える」6) 9/28 ハウス食品株式会社「食品包装の使いやすさを考える」

7) 10/26 名古屋大学/河野直子「車社会の『老い支度』：生活と社会のデザインを考えてみませんか」

8) 12/7 富士通株式会社「『家族みんなが楽しく，簡単に，安全に！』を目指すタブレットづくり」

9) 1/25 HALデザイン研究所「「普段着のまま人の動きが測れる新技術（キネクト）」

10) 2/22 (予定） 産業総合技術研究所の山本吉伸氏「城崎温泉を事例としたサービス工学によるまちづくり」

11)  3/13 (予定） 富山大・中林Pj 「歩行支援ツールを用いた歩行圏コミュニティづくり」

#2 血圧計 #3 ロボット #5 キッズデザイン #6 食品包装 #7 車社会

さらに 新しい制度を構想/試行中
◆ みんラボ研究員プロジェクト◆ みんラボ研究員プロジェクト

・・・高齢DB登録者がグループで「使いやすいデザイン」を検討・分析
・「高齢者に使いやす病院を考える」チーム 2013/2/14より開始
・「みんラボカフェの成果を公開していく」チーム

◆ みんラボパートナー制度
・・・みんラボに興味をもつ研究者・実践者のコンソーシアム (年会費10万円 予定）
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筑波大学大学院博士課程心理学研究科修了（心理学専攻・教育学博士）。日本アイビーエム（株）
東京基礎研究所（認知工学グループ）での 3 年間の研究員生活の後、法政大学社会学部を経て、
現在筑波大学大学院人間総合科学研究科（人間系心理学域）教授。
人間の頭の中の働きを機能面からとらえる認知心理学・認知科学をベースとするが、仮説実証的
な実験室研究と、現実の機器システムを対象とし「人にとっての使いやすさ」を実証的に明らか
にしていくフィールド研究（認知工学）とを車の両輪として進めていくことが、真に役に立ち、
かつ意味のある心理学研究への道」と信じて研究を進めている。

原
はら

田
だ

 悦
えつ

子
こ

筑波大学 人間系心理学域 教授

◆認知的高齢化と使いやすさ研究班 (原田悦子）

【問題】 ユニバーサルデザイン原理
（一人にとって使いにくいものは，すべて
の人にとって使いにくい）は基本的に成立
しているにもかかわらず，なぜ高齢者に特
異な「使いにくい」問題が発生するのか？

タブレット継続利用実験【新しい人工物利用の学習に「仲間と
接触する機会」「先行利用経験」が与える効果の実証実験】

・タブレット型端末を4週間継続利用，1/5週目にU-test
半数の参加者は週1回のグループ活動を体験 （Cntl: 面接のみ）

期間：2012年6月～8月（高齢者2セット），9-10月（若年成人群）
参加者 高齢者21名 GW（あり/なし） PC利用経験（あり/なし）異な「使いにくい」問題が発生するのか？

仮説：「悪いデザイン」を自力で乗り越
えるための学習過程が加齢により異なる？

どうすればその学習を支援できる？

・ 使いやすさの基盤となる認知的加齢研究
a)Groton迷路学習課題 b)dTOJ課題と学習

スタート
Q 左右

参加者 高齢者21名 GW（あり/なし）×PC利用経験（あり/なし）

若年成人（大学生，スマホ，タブレット所有なし） 12名

・U-test課題成績
・PC利用経験の効
果 大

cf.若年群より低
・学習効果 大

・主観評価
PC利用なし群で
はGWの効果がみ
られる

* 「忘れてもいい」方略発生
G16：せっかくU-testの時にいろいろ教
えてもらったのに忘れちゃって．あの時メ
モしておけばよかったわ
G12：ダメ．メモしないほうがいい（中
略）自力でですね．あと覚えようとしては
いけない．（中略）忘れるもんだと．
（十数分後）G 16：忘れちゃっていい
（2週間後）
G17：さっきもこの絵が出てきたね．
G13：ああ，何でやったんだろう，私．
G12：はは，何でやったかなんて覚え
て，覚えているわけがない（笑）．

◆人工物利用とコミュニティ研究班 (茂呂雄二）

隠れた正経路

GMLT迷路課題

5試行の「問題解決をしながら
の学習」の過程で，年齢群間に
どのような違いがあるのか？

平均CCRの変化

SOA別平均正答数(10個中） N=69

⇒ dTOJの個人差で，人工
物利用学習が変化するか？

Q 左右
どちらの
音が先に
聞こえま
したか？

在宅用医療機器のユーザビリティとは何か
対象：非侵襲型在宅用人工呼吸器（NPPV）
参加者：高齢者12名，大学生12名

使用時の「不安感」： 高齢者の特徴として

＆ 医療機器の問題点として

◆人工物利用とコミュニティ研究班 (茂呂雄二）

目的：みんラボを中心とした
高齢者による高齢者のための
機器評論コミュニティー創出

に向けた基礎資料収集

高齢者同士の ながりのあり方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回全発話

（1162）

第7回全発話
(1908)

iP d教室の発話分析 2回目と7回目の発話カ

メイン

状態報告

独り言

お知らせ

一次的

さらに派生

つながり無

不可・その他

庄内ならびに上田市の高齢者コミュニ
ティーのエスノグラフィー

iPad教室開催を通した，高齢者の自
助的機器使用とコミュニティー構築
条件の探索

半構造化面接法によるつくば市高
齢者の社会的ネットワークの記述

高齢者同士のつながりのあり方：
動機、様態、媒介 高齢者の活動の動機とソーシャルメディア

高齢者同士の現実のつながりの
媒介性と複雑性

複数のネットワークへの所属は、高齢
者の活動への指向性の高さを意味す

交換あるいは経済活動の有意味性。交換活動によ
る、単なるコミュニティーへの参加ではない、真

垂直的学習，水平的学習，
関係的学習の発生

iPad教室の発話分析：2回目と7回目の発話カ

テゴリー比較

◆人工物利用支援ツール研究班 (葛岡英明）

茂呂雄二・後安隆士・新原将義・追太田礼穂（筑波大学） 茂呂雄二・中村聖・守下奈美子・岩木穣（筑波大学）
茂呂雄二（筑波大学），香川秀太（大正大学），上野直樹・ソーヤ理
恵子（東京都市大学）

者の活動への指向性の高さを意味す
る。適切な介入があれば、新しい活動
を開拓可能。

る、単なるコミュニティ への参加ではない、真
正性・迫真性の確保。

高齢者のポテンシャリティ

関係的学習の発生

ビジネスとしての
機器評論活動の有意味性

ＹＹ

目的

みんラボの研究を支援するツールの開発と提供

1.家電製品の利用ログを検出，蓄積，分析するツール

2.機器利用支援するコミュニケーションツール

タブレット端末操作圧力・時間の比較
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地図

スワイプ
写真

スワイプ 拡大 回転

◆人 物利用支援ツ ル研究班 (葛岡英明）

新型圧力センサ台

タブレット端末のタッチ操作圧力の時間的な
変化を検出可能。

ロードセル：東洋測器1022-10K

精度：約10g

高精度圧力センサ
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被験者： 高齢者16名， 大学生10名

年齢の主効果
p < 0.01

操作の主効果
p < 0.01

交互作用
p < 0.01

年齢の主効果

*: p < 0.05, **: p < 0.01

精度：約10g

サンプリング周波数：約30Hz
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